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インフラバラエティの挑戦！
「ドボクのラジオ」

2022年6月22日

株式会社建設技術研究所 松田光弘

関東放送シンポジウム
「ラジオによる地域社会への貢献」
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車が走る。 橋をわたる。 公園で遊ぶ。
電気がつく。 おいしい水が飲める。
新鮮な刺身を食べる。 命を守る。
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東日本大震災の復旧・復興で

ドボクが果たした役割は、

ほとんど報道されなかった。 なぜか？

それは○○○・・・だったから。
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一方、多くの社会的課題がドボクにも関連する

・頻発する災害
・インフラの老朽化
・エネルギー問題
・地球環境問題
・少子高齢化 ・・・・・・
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「伝える」 から 「伝わる」 へ

公益社団法人 土木学会
「土木広報アクションプラン」

2013年7月31日



報道のような直接的な情報伝達ではなく、
バラエティに着目
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 土木構造物は「一品特注生産」 → 地域に根ざしたもの
 地域を知る まちを知る → 日常だけでなく、非常時にも関心を持つ
 当初は、中央区のインフラをテーマとして想定していた

建設技術研究所、土木学会、中央エフエムの三者で
土木広報の一環として2019年5月1日に番組をスタート



番組による社会貢献①
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 市民の関心が、インフラの
質を高め、結果として市民
の幸せにつながる

「公共」という概念の
重要性
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番組による社会貢献②

 興味の対象としてのドボク LOVEに応える
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番組による社会貢献③

 社会を支える多くのエンジニアにも光を

土木技術者 Civil Engineer
子どもが憧れる職業に！

自信と誇り
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メディアとしての
ラジオの優位性

 1対1のコミュニケーション
 ながら聴きできる
 どこでも聴ける
 音楽との結びつきが強く、
印象に残る



ご静聴
ありがとうございました
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【番組情報】
放送局：中央エフエム（84.0MHz）
毎週水曜夜8時～（再放送：日曜正午～）
提供：土木学会、建設技術研究所、清水建設、
竹中土木、三井住友建設、理工図書
運営協力：建設物価調査会
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